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憲
法
（c

o
n
s
ti
t
u
t
i
on

）
の
意
味

は
、
国
家
の
組
織
や
構
成
の
こ
と
を

言
う
。
国
家
に
は
ど
の
よ
う
な
組
織

が
あ
り
何
を
す
る
の
か
を
規
定
す
る

法
。国

家
権
力
を
縛
る
こ
と
で
人
権
を

守
る
。

憲
法
は
、
国
の
最
高
法
規
で
あ
っ

て
、
そ
の
条
規
に
反
す
る
法
律
は
効

力
を
有
し
な
い
（
９
８
条
）
と
あ
る

が
違
憲
性
の
審
査
を
行
う
日
本
の
裁

判
所
は
、
機
能
し
て
い
な
い
。

１
２
月
３
日
、
日
本
体
育
大
学
教

授
清
水
雅
彦
先
生
よ
り
憲
法
の
基

礎
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
改
憲
問
題

な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た

後
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

議
論
を
行
い
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
改
憲
ス
ト
ッ
プ
に
向
け
た

「
市
民
と
野
党
共
闘
」
の
課
題
と
と

も
に
市
民
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て

の
課
題
に
つ
い
て
の
お
話
も
興
味

深
く
、
納
得
の
で
き
る
ご
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

以
下
に
お
話
の
概
要
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
、

５
０
年
代
か
ら
敵
基
地
を
た
た

く
こ
と
は
法
理
上
可
能
、
政
策
的

に
は
し
な
い
の
政
府
答
弁
が
あ

り
、
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
質

的
な
変
化
、
ミ
サ
イ
ル
に
燃
料
を

注
入
す
る
そ
れ
は
着
手
と
考
え
て

い
い
と
か
、
２
０
２
０
年
に
な
っ

て
急
に
敵
基
地
攻
撃
の
話
が
始
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

令
和
４
年
版
『
防
衛
白
書
』
に

「
保
持
で
き
る
自
衛
力
は
、
自
衛

の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
「
考
え
て

い
る
」
か
ら
を
変
更
し
て
い
る
。

例
え
ば
民
法
７
５
０
条
（
夫
婦
同

姓
を
強
要
）
を
２
回
も
合
憲
の
判

決
を
出
し
て
い
る
。

最
高
裁
裁
判
官
の
国
民
審
査
で

×
は
わ
ず
か
１
０
％
（
辞
め
さ
せ

た
い
裁
判
官
に
意
思
表
示
の
投
票

を
行
っ
た
比
率
）
、
罷
免
さ
れ
た

裁
判
官
は
い
な
い
。
国
民
の
責
任
、

憲
法
を
使
い
き
れ
て
い
な
い
。

受
身
形
に
な
り
ど
こ
か
他
人
事
の

よ
う
に
な
っ
て
突
然
変
わ
っ
た
。

意
図
不
明
で
要
注
意
で
あ
る
。
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み
な
さ
ん
は
、
ど
う
解
釈
し
ま

す
か
下
記
の
表
を
み
な
が
ら
議
論

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
多
数
説
は
、

①
Ａ
説
＋
乙
説

（
９
条
２
項
全
面
放
棄
説
、

「
武
力
な
き
自
衛
権
」
論
）

↑学
界

■
少
数
説
は
、

②
Ａ
説
＋
甲
説
（
限
定
放
棄
説
）

↑タ
カ
派

③
Ｂ
説
＋
乙
説

（
９
条
１
項
全
面
放
棄
説
）

↑私
（
先
生
）

（
注
）
丸
付
数
字
は
、
下
記
表
の
丸

付
数
字
に
対
応
。

憲
法
の
基
礎
に
つ
い
て

実
質
改
憲
と
し
て
の

「
敵
基
地
攻
撃
論
」

憲
法
９
条
の
解
釈
に
つ
い
て

第
１
項
と
第
２
項
解
釈
の

組
み
合
わ
せ

命
を
奪
い
合
う
争
い

に
自
衛
と
か
侵
略
と

か
私
た
ち
に
は
考
え

ら
れ
な
い
よ

ヒ
ト
に
は
、

争
い
に
区
別

が
あ
る
の
？

（裏面へ続く）

９条２項
９条１項



第
１
次
世
界
大
戦

↓

１
９
１
９
年

侵
略
戦
争
の
制
限
（
国
際
連
盟
規
約
）

↓

１
９
２
８
年

侵
略
戦
争
の
放
棄
（
不
戦
条
約
）

↓

第
２
次
世
界
大
戦

↓

１
９
４
５
年

「
自
衛
戦
争
」
の
制
限
（
国
連
憲
章
）

↓

広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

↓

１
９
４
５
年

「
自
衛
戦
争
」
の
放
棄
（
日
本
国
憲
法
）
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
問
題
点
と

日
本
に
お
け
る
９
条
改
憲
論
と
の
関
係

国
連
憲
章
と
の
関
係

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
国
連
憲

章
５
１
条[

注
１]

で
正
当
化
す
る

が
自
衛
権
行
使
規
定
（
５
１
条
）

に
違
反
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
以
外

が
認
め
て
い
な
い
ド
ネ
ツ
ク
、
ル

ガ
ン
ス
ク
「
共
和
国
」
は
国
際
法

上
国
家
か
、
ロ
シ
ア
だ
け
が
認
め

た
国
家
を
集
団
的
自
衛
権[

注
２]

を
理
由
に
守
る
た
め
、
無
理
が
あ

る
。

日
本
に
お
け
る
改
憲
論
と
の
関
係

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
ロ
シ
ア
系

住
民
を
保
護
、
ナ
チ
ス
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
侵
攻
で
も
住
民
保
護
を
言
っ

た
、
自
民
党
改
憲
案
（
２
０
１
８

年
３
月
）
で
「
国
民
の
安
全
」
を

追
加
し
、
外
国
に
い
る
日
本
人
保

護
で
自
衛
隊
を
海
外
に
出
す
た
め

の
改
憲
案
に
し
て
い
る
。

１
９
４
４
年
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・

オ
ー
ク
ス
提
案
に
集
団
的
自
衛
権

行
使
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
主

導
で
規
定
を
入
れ
た
。
Ｎ
Ａ
ＴО

な
ど
の
軍
事
同
盟
成
立
に
繋
が
っ

た
。行

使
の
実
態
は
大
国
が
小
国
に

攻
め
込
む
時
正
当
化
に
使
っ
た
。

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
は
解
体
し

た
の
に
Ｎ
Ａ
ＴО

は
拡
大
。

国
連
憲
章
の
集
団
的
自
衛
権
規

定
を
問
う
必
要
が
あ
る
。

２
６
軍
隊
の
な
い
国
家
は
攻
め

ら
れ
た
か
？
戦
争
に
は
、
理
由
が

あ
る
。
そ
の
要
因
を
な
く
す
こ
と
。

軍
隊
が
な
い
か
ら
攻
め
ら
れ
る

は
、
妄
想
。
も
っ
と
リ
ア
ル
な
国

際
政
治
論
を
す
べ
き
。

米
ソ
冷
戦
終
結
後
、
Ｎ
Ａ
ＴО

を
解
体
せ
ず
、
ロ
シ
ア
を
含
む
安

全
保
障
の
枠
組
み
構
築
の
失
敗
は

出
発
点
の
誤
り
、
そ
の
時
の
反
ロ

シ
ア
勢
力
に
い
た
オ
バ
マ
政
権
の

バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
が
強
行
主

張
。日

本
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
早

く
朝
鮮
を
含
む
安
全
保
障
の
枠
組

み
を
作
る
こ
と
。

戦
争
違
法
化
の
流
れ

９
条
を
歴
史
的
に
考
え
る

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
実
態
と

国
連
憲
章
上
の
問
題
点

憲
法
９
条
は
無
力
か

９
条
は
戦
争
違
法
化
の

最
先
端
。

日
本
は
一
歩
先
を
い
く
優

等
国
、
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
し
て

元
安
倍
首
相
の
い
う
普
通

の
国
に
な
る
の
か
。

２
７
カ
国
目
の
「
軍
事
の

な
い
国
家
」
に
な
る
べ
き
。

国
連
憲
章
５
１
条

「
…
国
際
連
合
加
盟
国
に
対
し
て
武
力
攻
撃
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
安
全
保
障
理
事
会
が
国
際

の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
必
要
な
措
置
を
と

る
ま
で
の
間
、
個
別
的
又
は
集
団
的
自
衛
の
固
有

の
権
利
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
。
…
」

ダ
ン
バ
ー
ト
ン
・

オ
ー
ク
ス
提
案

第
２
次
世
界
大
戦

の
末
期
ワ
シ
ン
ト
ン

郊
外
、
ダ
ン
バ
ー
ト

ン
・
オ
ー
ク
ス
で
開
催

さ
れ
た
国
際
会
議
。

米
、
中
、
ソ
、
英
の

代
表
に
よ
る
国
連
憲

章
の
草
案
を
作
成
。

４
５
年
４
月
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議

に
連
合
国
５
０
カ
国

が
招
請
さ
れ
６
月
に

採
択
、
１
０
月
国
際
連

合
が
発
足
。

今日のお話で９条は人

類希求の最高到達点だ

と分かったわ。

1928年以前は、戦争は合法で、

当事者以外は中立を守ること

が国際ルールだったらしい。

[注１]

[注２]自衛権

文責（浅津）


